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	没後20年 吉村昭ゆかりの地
	岩手県田野畑村訪問事業
	令和８年
	９月2６日（土） - ９月2７日（日）
	岩手県下閉伊郡田野畑村
	　 岩手県下閉伊郡田野畑村は、三鷹市井の頭で暮らし、自宅敷地内の離れの書斎で「破獄」や「天狗争乱」など数々の作品を執筆した吉村昭が、昭和41（1966）年に太宰治賞を受賞した「星への旅」の舞台となったゆかりの地です。吉村は、そのほか「海の壁　三陸沿岸大津波」（のち「三陸海岸大津波」に改題）や「幕府軍艦「回天」始末」、「梅の蕾」等の田野畑村をはじめとする三陸地方を舞台とした作品を発表しています。また、毎年夏になると、吉村は家族で田野畑村を訪れ、自然の豊かさと人の温かさに包まれながら時を過ごしました。その様子を妻で作家の津村節子が「三陸の海」で「田野畑への旅はかれが唯一取材メモを持っていかない憩いの旅であった」と記しています。吉村は、訪問の度に田野畑村の人々との交流を深め、平成２（1990）年に田野畑村名誉村民に選ばれています。
	吉村昭没後20年の年となる今年度、「星への旅」の執筆のきっかけになり、吉村が強いインスピレーションを受けた「鵜の巣断崖」や、その地に建立された「吉村昭文学碑」、吉村がかつて泊まった番屋（漁師小屋）があった地で、吉村昭文庫が所蔵開設されている「島越駅」のある島越地区、「梅の蕾」のモデルである将基面夫妻が植樹した梅の木の植栽がある田野畑村診療所、吉村が訪れた「北山崎」など、吉村昭ゆかりの足跡をたどることで、作家の人となりや作品の背景を掘り下げるとともに、田野畑村が吉村作品にどのような影響を与えたかについて理解を深めるため、吉村のゆかりの地である田野畑村への訪問事業を開催します。
	主催：三鷹市　共催：公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団
	7:30 三鷹市役所 集合 ・出発　　　　　　　東京駅 　　　　　 盛岡駅 　　　　　　　14:50　　　田野畑村
	鵜の巣断崖・吉村昭文学碑（「星への旅」ゆかりの地） 島越地区（島越駅構内吉村昭文庫・震災遺構） 北山崎 田野畑村診療所（「梅の蕾」ゆかりの地） 思惟大橋・津村節子詩碑
	各見学場所について、 三鷹市吉村昭書斎の学芸員がガイドを行います。
	13:00 田野畑村 　　　　　　　 盛岡駅 　　　　　　　東京駅・解散
	☆行程の詳細につきましては、後日、参加者にお知らせいたします。
	（岩手県下閉伊郡田野畑村羅賀60―1）
	往復はがきは〒181-0001 三鷹市井の頭3-3-17三鷹市吉村昭書斎　田野畑村訪問事業係　あてにお送りください。往復はがきに参加者全員の①氏名②住所（在学・在勤の方はその旨） ③ご連絡先電話番号及びメールアドレス④年齢と、返信ハガキに宛先をご記入ください。 （申込多数の場合は抽選とさせていただきます。）
	三鷹市吉村昭書斎 三鷹市スポーツと文化部芸術文化課




